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件
、
施
工
方
法
、
制
約
条
件
等

を
十
分
考
慮
の
上
、
適
用
の
可

否
を
検
討
し
、
使
用
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
内

に
お
け
る
日
当
た
り
施
工
量
が

実
態
と
標
準
積
算
で
乖
離
が
あ

る
場
合
に
は
、
平
成

26年

9月

よ
り
、
現
道
上
で
行
う
「
道
路

補
修
工
事
・
道
路
維
持
工
事
・

電
線
共
同
溝
工
事
・
道
路
改
良

工
事
・
舗
装
工
事
」
に
つ
い
て
作

業
量
の
補
正
係
数
０
・
８
（
１
・

２
５
）
を
試
行
し
て
お
り
、
そ

の
旨
を
特
記
仕
様
書
に
明
記

し
、
入
札
希
望
者
に
周
知
し
て

い
ま
す
。

　
②
③
工
事
施
工
に
当
た

り
、
現
道
の
交
通
量
が
多
い
時

間
帯
・
通
勤
通
学
時
間
・
公
的

輸
送
機
関
に
よ
る
制
約
・
周
辺

地
域
の
生
活
・
各
種
営
業
活
動

等
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
労

務
単
価
等
の
補
正
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
【
３
．
積
算
及
び
、
設
計
変

更
に
つ
い
て
】

　
３
―
１
工
事
現
場
付
近
で
の

仮
置
き
場
等
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。
特
に

舗
装
工
事
、
道
路
改
修
工
事
な

ど
の
現
場
に
、
重
機
等
を
残
置

出
来
な
い
場
合
は
日
々
回
送

を
共
通
仮
設
費
（
積
み
上
げ
）

で
積
算
し
て
下
さ
い
。

　
事
例
と
し
て

　
①
切
削
機
・
ア
ス
フ
ア
ノ
レ

ト
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
・
タ
イ
ヤ
ロ

ー
ラ
・
マ
カ
ダ
ム
ロ
ー
ラ
は
、

現
場
内
を
自
走
で
き
る
と
は

云
え
、
距
離
の
長
い
自
走
は
、
騒

音
・
振
動
や
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
出
来
ま
せ
ん
。
特
に
騒
音

・
振
動
は
夜
間
に
お
い
て
は
問

題
に
な
り
ま
す
。

　
〈
回
答
（
考
え
方
等
）
〉

　
・
共
通
仮
設
費
や
現
場
管
理

費
は
、
原
則
と
し
て
工
事
目
的

物
で
な
く
、
引
渡
し
を
受
け
な

い
現
場
の
管
理
費
用
な
ど
で
、

目
的
物
個
別
に
把
握
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
直
接

工
事
費
の
よ
う
に
求
め
ず
、
一

つ
の
工
事
全
体
を
一
括
的
に
と

ら
え
て
積
算
し
て
お
り
ま
す
。

　
・
な
お
、
共
通
仮
設
費
の
率
分

は
、
国
と
都
（
各
自
治
体
）
が

毎
年
度
協
力
し
て
実
施
す
る

「
諸
経
費
動
向
調
査
」
に
よ
り

決
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
「
諸

経
費
動
向
調
査
」
の
調
査
項
目

と
し
て
共
通
仮
設
費
の
運
搬
費

も
含
ま
れ
て
お
り
、
自
走
で
き

る

20ｔ
以
下
の
重
機
の
回
送
費

（
バ
ッ
ク
ホ
ウ
等
を
ト
ラ
ッ
ク

に
載
せ
て
運
搬
す
る
場
合
も

含
む
）
に
つ
い
て
も
調
査
を
実

施
し
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
実

勢
に
合
っ
た
共
通
仮
設
費
の

率
分
を
計
上
で
き
る
よ
う
、

各
諸
経
費
率
に
反
映
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
重
量

20
t以

上
の
建
設
機

械
の
貨
物
自
動
車
等
に
よ
る

運
搬
に
つ
い
て
は
、
積
上
げ

計
上
す
る
こ
と
と
し
、
加
え

て
、
工
事
現
場
外
に
基
地
を

設
け
日
々
回
送
を
行
う
場
合

は
、
特
記
仕
様
書
に
記
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
３
―
２
設
計
変
更
時
の
対

応
に
つ
い
て
貴
建
設
局
職
員

に
よ
っ
て
差
異
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
【
設
計
変
更
マ
ニ
ュ
ア

ル
】
に
則
っ
て
適
切
な
設
計
変

更
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
①
特
に
交
通
誘
導
員
は
設

計
価
格
と
実
勢
価
格
と
の
差
が

４
，
７
０
０
円
か
ら
５
，
７
０

０
円
あ
り
、
逆
ザ
ヤ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
道
路
使
用
許
可
に
表

示
し
て
い
る
作
業
時
の
交
通
誘

導
員
の
数
は
減
ら
す
事
が
出
来

な
い
の
で
必
要
人
数
で
の
変
更

を
し
て
下
さ
い
。

　
②
新
工
種
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
で
す
が
、
国
土
交
通
省
で

は
、
新
工
種
の
金
額
は
落
札
率

を
掛
け
て
の
歩
引
き
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
建
設
局
で
も
実
施

し
て
下
さ
い
。

　
③
工
事
受
注
後
、
現
場
を
精

査
し
た
結
果
、
新
工
種
で
施
工

せ
ざ
る
を
得
な
い
時
は
、
発
注

者
と
協
議
し
、
（
見
積
書
の
提

出
）
金
額
を
決
定
し
て
か
ら
の

施
工
に
し
て
貰
い
た
い
。

　
〈
回
答
（
考
え
方
等
）
〉

　
平
成

29年
４
月
よ
り
「
工
事

請
負
契
約
設
計
変
更
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
（
土
木
工
事
編
）
に

基
づ
き
、
発
注
者
と
受
注
者
が

と
も
に
設
計
変
更
に
つ
い
て
十

分
に
理
解
し
、
設
計
変
更
を
適

切
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

技
術
担
当
課
長
会
等
の
機
会
を

捉
え
、
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
①
な
お
、
財
務
局
の
Ｈ
Ｐ
上

に
公
表
し
て
い
る
、
Ｈ
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都
公
共
工
事
設
計
単
価
に
あ
る

交
通
誘
導
警
備
員
の
単
価
に
つ

い
て
は
、
警
備
会
社
に
必
要
な

諸
経
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
建
設
現
場
の
雇
用
に
伴
い

必
要
と
な
る
、
法
定
福
利
費
、

労
務
管
理
費
、
安
全
管
理
費
等

（
共
通
仮
設
費
）
に
つ
い
て
は
、

参
考
値
と
し
て
お
伝
え
し
ま

す
と
交
通
誘
導
警
備
員
Ａ
の
価

格
１
４
，
２
０
０
円
は
（
２
０
，

０
０
０
円
）
交
通
誘
導
警
備
員

Ｂ
の
価
格
１
２
，
３
０
０
円
は

（
１
７
，
３
０
０
円
）
を
見
込

ん
で
お
り
、
こ
れ
に
加
え
、
現

場
管
理
費
・
一
般
管
理
費
を
加

味
す
る
と
概
ね
（
工
種
・
規
模

・
地
域
等
に
よ
り
ま
す
が
）
３

０
，
０
０
０
～
４
０
，
０
０
０

円
程
度
を
見
込
ん
だ
額
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
交
通
誘
導
員
の
配
置
人
数
に

つ
い
て
は
、
道
路
協
議
の
結
果

を
踏
ま
え
、
配
置
し
た
必
要
な

人
数
を
適
切
に
計
上
の
上
、
変

更
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
②
国
は
す
べ
て
の
工
事
が
総

価
契
約
単
価
合
意
方
式
と
な

っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
総
価
契
約
単
価
合
意
方
式

で
は
、
新
規
工
種
に
つ
い
て
、
落

札
比
率
を
か
け
ず
、
そ
の
都
度

単
価
合
意
し
て
単
価
値
を
決

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
都
で
も
、

総
価
契
約
単
価
合
意
方
式
を

適
用
す
る
場
合
は
同
様
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
③
設
計
図
書
に
示
さ
れ
た

施
工
条
件
と
実
際
の
工
事
現
場

が
相
違
す
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
「
工
事
請
負
契
約
設
計
変

更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
従
い
、

設
計
変
更
の
手
続
き
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
受

注
者
か
ら
の
契
約
約
款
第

17条

第

1項
に
よ
る
確
認
の
請
求
に

基
づ
き
、
直
ち
に
監
督
員
、
受

注
者
立
会
の
上
、
調
査
を
実
施

（

17条
第

2項
）
し
た
調
査
結

果
を
速
や
か
に
受
注
者
へ
通

知
（

17条
第

3項
）
、
工
期
、

又
は
契
約
金
額
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
発
注
者
と
受
注
者
が
協

議
を
行
い
決
定
（
第

22条
及
び

第

23条
）
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ

を
拡
大
す
る
改
正
出
入
国
管

理
法
が
成
立
、
対
象
職
種
や

そ
の
入
り
口
を
元
請
団
体
と

専
門
工
事
業
団
体
で
構
成
す

る
新
た
な
団
体
に
一
本
化
す

る
な
ど
か
ら
な
る
運
用
方
針

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
建
設

分
野
は
向
こ
う
５
年
間
、
最

大
４
万
人
を
上
限
に
受
入
れ

を
進
め
、
雇
用
方
法
は
直
接

雇
用
に
限
定
。
受
入
れ
に
は

一
定
の
技
術
水
準
が
必
要

で
、
そ
の
た
め
の
試
験
を
団

体
側
が
実
施
す
る
が
、
技
能

実
習
修
了
者
や
現
在
行
わ
れ

て
い
る
外
国
人
建
設
就
労
者

受
入
事
業
の
労
働
者
は
、
技

能
検
定
３
級
等
の
試
験
が
免

除
さ
れ
、
通
算
５
年
ま
で
の

特
定
技
能
１
号
の
資
格
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
内
容
は
決
ま
っ

た
も
の
の
、
詳
細
は
政
省
令

等
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い

と
い
う
声
も
多
く
、
都
中
建

と
し
て
は
協
同
組
合
が
す
で

に
実
施
し
て
い
る
技
能
実
習

生
と
の
関
係
が
気
に
な
る
こ

と
ろ
だ
。
当
面
二
本
立
て
で

進
め
ら
れ
る
、
新
制
度
の
特

定
技
能
１
号
と
実
習
生
３
号

は
非
常
に
近
い
仕
組
み
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
覚

悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
成
り
行

き
を
注
意
深
く
見
守
り
た

い
。

東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

は
、
地
域
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

事
業
の
一
環
と
し
て
今
年
度
も

東
京
建
設
工
業
協
同
組
合
、
東
京

建
物
解
体
協
会
と
共
同
で
東
京

都
私
立
幼
稚
園
連
合
に
加
盟
す

る
幼
稚
園
約
２
０
０
園
に
「
み
ん

な
で
！
い
え
を
た
て
る
」
「
み
ん

な
で
！
ど
う
ろ
こ
う
じ
」
「
ざ
っ

く
ん
し
ょ
べ
る
か
ー
」
の
絵
本
３

冊
を
寄
贈
し
た
。
寄
贈
し
た
園
の

園
児
ら
か
ら
は
、
感
謝
の
手
紙
や

絵
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
今
年
度

は
寄
贈
活
動
の
様
子
や
感
謝
の
声

等
を
盛
り
込
ん
だ
「
冊
子
」
を
発

行
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
絵
本
は
、
昨
年
９
月
６
日
に
は

そ
の
皮
切
り
と
し
て
板
橋
区
常

盤
台
の
と
き
わ
幼
稚
園
を
訪

れ
、
明
角
幸
一
副
園
長
（
板
橋
区

私
立
幼
稚
園
協
会
会
長
）
＝

写
真

㊧
＝
に
、
渡
邊
裕
之
副
会
長
・
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
委
員
長
が
手
渡

し
た
。
寄
贈
に
あ
た
っ
て
、
渡
邊

副
会
長
は
「
建
設
業
界
は
若
い
人

の
入
職
が
少
な
く
、
各
社
苦
労
し

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
絵
本
を

見
て
建
設
業
や
建
設
の
仕
事
を

少
し
で
も
理
解
、
記
憶
の
ど
こ
か

に
と
ど
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
」
と
紹
介
。
明
角
副
園

長
は
「
昨
年
５
月
頃
に
は
板
橋
区

の
河
島
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
さ

ん
か
ら
働
く
車
の
本
に
自
社
の
ミ

キ
サ
ー
車
が
掲
載
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
各
幼
稚
園
に
贈
呈
い

た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
も
喜
ん

だ
。
絵
で
見
て
、
本
で
見
て
、
い

ま
の
う
ち
か
ら
そ
う
い
う
仕
事

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る

の
が
大
切
。
子
ど
も
ら
は
何
で
も

つ
く
る
こ
と
に
は
積
極
的
で
、
本

を
見
る
こ
と
で
さ
ら
に
創
造
力

が
膨
ら
ん
で
い
く
と
思
う
」
と
述

べ
た
。

今年度も幼稚園に絵本
感謝の手紙等を小冊子に

感謝の手紙や絵

　
東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

は
昨
年

10月
、
自
民
党
東
京

都
支
部
連
合
会
や
都
議
会
な

ど
に
２
０
１
９
年
度
東
京
都

予
算
等
、
同
国
家
予
算
等
に

関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

　
東
京
都
予
算
で
は
公
共
事

業
費
の
確
保
、
働
き
方
改
革

に
対
応
す
る
予
算
・
適
正
工

期
の
設
定
、
災
害
対
策
の
推

進
と
地
元
業
者
が
人
材
・
資

器
材
等
の
対
応
が
で
き
る
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
、
生
産
性
向
上

と
施
工
時
期
の
平
準
化
、
若

手
技
術
者
、
技
能
者
の
確
保
・

育
成
に
関
す
る
施
策
、
環
境

経
費
・
安
全
衛
生
経
費
の
確

保
―
―
を
要
望
。
国
家
予
算

で
、
公
共
事
業
費
の
確
保
・
補

正
予
算
編
成
、
災
害
時
の
相

互
援
助
体
制
確
立
・
中
小
建

設
業
の
生
産
性
向
上
へ
の
支

援
に
加
え
、
中
小
企
業
の
法

人
税
率
軽
減
・
請
負
契
約
書

等
に
係
る
印
紙
税
の
廃
止
、

交
際
費
限
度
額
の
緩
和
の
税

制
改
正
も
求
め
た
。

　　

全
国
中
小
建
設
業
協
会
が

東
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
マ

リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
で
昨
年

10

月
３
日
開
催
し
た
関
東
地
区

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
国
土
交
通

省
と
の
意
見
交
換
）
に
、
東
京

中
小
建
設
業
協
会
は
全
中
建

南
多
摩
・
神
奈
川
県
中
小
建

設
業
協
会
・
横
浜
建
設
業
協

会
と
参
加
、
都
中
建
か
ら
①

労
務
単
価
②
週
休
２
日
モ
デ

ル
③
防
災
④
多
能
工
の
養

成
―
―
に
つ
い
て
　
国
に
要

望
し
た
。

　
冒
頭
、
豊
田
剛
会
長
は

「
働
き
方
改
革
と
生
産
性
向

上
が
中
心
の
テ
ー
マ
と
な
る

が
、
中
小
建
設
業
界
で
は
ま

だ
ま
だ
問
題
が
あ
り
、
す
ぐ

に
変
え
る
こ
と
は
困
難
。
特

別
検
討
委
員
会
に
て
検
討
を

続
け
て
い
る
。
こ
の
場
で
も

多
く
の
意
見
を
出
し
合
っ
て

進
め
て
参
り
た
い
。
」
と
述

べ
た
。

　
東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

は
昨
年

10月

2日
、
建
設
経

営
サ
ー
ビ
ス
の
廣
津
栄
三
郎

先
生
を
講
師
に
、
「
建
設
産

業
の
若
者
を
定
着
さ
せ
る
働

き
方
改
革
の
理
論
と
実
践
」

を
テ
ー
マ
に
経
営
者
講
習
会

を
開
催
し
た
。

　　
東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

は
昨
年
９
月
４
日
、
都
中
建

Ｂ
Ｃ
Ｐ
防
災
訓
練
を
実
施
し

た
。
当
日
は
新
宿
区
の
都
中

建
事
務
所
を
本
部
に
、
各
支

部
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
。

今
年
度
は
従
来
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

加
え
、
新
た
に
対
策
本
部
と

各
支
部
長
で
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

を
活
用
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
当
日
９
時
に

震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し

た
と
想
定
。

11時
に
は
本
部

を
設
置
し
訓
練
を
開
始
し

た
。

13時
時
点
で
全
会
員
の

う
ち
８
割
を
超
え
る
会
員
か

ら
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
報
告
が
あ

っ
た
。

　
山
口
会
長
は
「
一
番
使
い

勝
手
が
よ
い
と
い
う
こ
と

で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
報
告
を
継

続
し
た
。
今
年
は
（
訓
練
日

が
）
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
が
試
験

的
に
使
え
る
期
間
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
各
支
部
長
か
ら

の
連
絡
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
と
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
と
い
う
形
を
取

っ
て
い
る
。
こ
の
訓
練
活
動

も
、
会
員
内
で
大
分
浸
透
し

て
き
て
い
る
」
と
寄
せ
た
。

今
後
、
隣
接
県
と
の
連
携
も

検
討
し
て
い
く
。

実習生への

影響等注視
「外国人労働者」閣議決定

す
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
関
東
圏
で
広
域
連
携
の
拡

大
も
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
河
﨑
茂

神
奈
川
中
小
建
会
長
）
は
、

「
豊
田
（
全
中
建
）
会
長
か

ら
の
提
案
も
あ
り
、
協
定
を

締
結
。
全
中
建
の
一
員
と
し

て
存
在
価
値
を
高
め
て
い
き

た
い
」
、
山
谷
朋
彦
横
建
協

会
長
は
「
同
じ
建
設
業
界
人

と
し
て
、
相
互
に
協
力
し
合

う
と
い
う
考
え
に
賛
同
し

た
」
と
述
べ
た
。

　
応
援
の
内
容
は
、
①
資
機

材
及
び
物
資
等
の
情
報
提

供
、
斡
旋
（
施
設
の
応
急
復
旧

等
に
必
要
な
機
材
、
物
資
）

②
応
急
復
旧
に
必
要
な
人
員

③
前
記
の
ほ
か
に
要
請
の
あ

っ
た
事
項
―
―
で
、
応
援
要

請
は
取
り
急
ぎ
口
頭
連
絡
に

よ
っ
て
状
況
に
応
じ
た
対
応

を
図
り
、
事
後
、
文
書
で
被

害
地
域
と
状
況
、
応
援
業
務

の
内
容
、
応
援
場
所
へ
の
経

路
、
派
遣
人
員
・
車
両
台
数
、

応
援
期
間
の
確
認
等
を
行

う
。東
京
都
・
国
関

係
予
算
で
要
望

全
中
建
関
東

会
議
に
参
加

働
き
方
改
革
で

経
営
者
講
習
会

新
た
に
伝

言
ダ
イ
ヤ

ル

Ｂ
Ｃ
Ｐ
防
災

訓
練
を
実
施


